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事　業　報　告

〔１〕  事業の実施状況

（１）奈良県食肉センターの運営
　公益財団法人として、畜産振興と県民生活の向上に寄与するという公益目的に沿っ
て､ 平成２年に開場した食肉センターにおいて衛生的な食肉の供給と取引の適正化に
関する事業を行ってきました。           　　
　平成25年４月からセンターの中核事業である「と畜事業」の直接実施を始めて７年
が経過し､ その間おおむね順調に事業を実施するとともに「施設の管理運営事業」を
含め、効率的で透明性の高い運営に努めました。
　と畜事業については、平成30年６月13日に公布された改正食品衛生法により、世界
的に推奨されている食品の衛生管理手法である ｢ＨＡＣＣＰ（ハサップ）｣ に沿った衛
生管理が制度化され、「ＨＡＣＣＰ」制度に対応するため、奈良県食品衛生検査所との
連携を図りながら、衛生管理設備等の改修及び経年劣化した設備の更新を積極的かつ
計画的に進めました。
　併せて、奈良県食肉地方卸売市場の開設者として、適切かつ健全な運営の確保に努
めました。

（２）安全・安心なと畜事業の実施
　県内唯一のと畜場として、安全・安心なと畜事業の実施に努めました。
　センターの基幹施設であり、枝肉を保管する上で最も重要な役割を担っている冷却
設備17基について、平成27年度から平成29年度までの３カ年計画により、順次更新し、
食肉の適切な温度管理をおこない品質の徹底管理に努めました。
　｢ＨＡＣＣＰ」制度に対応できるよう、令和元年度は、処理棟（解体作業場）内で枝
肉を運ぶレール切替ポイント取替工事を行い、衛生管理の強化・徹底を図るとともに、
関連する衛生管理設備の充実等にも取り組みました。
　併せて、奈良県食品衛生検査所等関係機関と連携して作成した ｢ＨＡＣＣＰ」対応
マニュアルを用い、現場実践により作業手順の再確認とその検証に取り組みました。
具体的には、毎週定期的に現場職員を中心に実地検証を行うとともに、その結果に基
づき修正箇所等の協議やマニュアルの見直しなどをおこなう改善検討会を継続開催す
るなど、現場の実態に即したより精度の高いマニュアル作成に努めました。



― 　 ―2

　昨年度に引き続き令和元年度も、作業改善研修や現場実践による研修等を繰り返し
実施するなど、職員の意識向上並びに衛生管理に対する共通認識を図っています。
　食の安全・安心に対する消費者のニーズに応えるため、衛生管理に留意しながら、
牛の品種・雌雄の別・飼育場所等の個体識別情報管理により、生産から流通までの履
歴を把握できるトレーサビリティ（追跡可能制度）による管理を行いました。

（３）業務の状況
　令和元年度については、牛2,720頭、豚10,595頭、馬18頭のと畜を行いました。
　牛のと畜頭数は、前年度に比べ209頭の増加、豚のと畜頭数は前年度比で367頭の増
加でした。
　と畜頭数のうち、大和畜産ブランドである大和牛は513頭（前年度比39頭減）、ヤマ
トポークは3,404頭（前年度比56頭増）でした。

と畜頭数の推移
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（４）効率的で透明性の高い運営
　平成27年度から３カ年計画で順次実施した冷却設備の更新に係る経費については、
11年間の一般財団法人畜産環境整備機構が実施するリース事業を活用することで、費
用負担の平準化及び単年度経費の軽減化を図っています。
　また、と畜頭数の拡大を図るため､「ＨＡＣＣＰ」制度化に対応できると畜事業にお
ける衛生管理の強化・徹底を図るなど、ハード・ソフト両面での出荷受入体制の整備
にも鋭意取り組んでいます。
　今後は、さらに ｢ＨＡＣＣＰ｣ 制度化に向けた受入体制の整備に努めるとともに､
関係機関等の協力を得ながらと畜頭数の増加を図ります。

（５）施設・設備等の適切な維持管理
　施設、機械等の設備の経年劣化に伴い、センター施設を適切に管理運営するための
対応として、と畜処理設備８件、建築関係８件、電気設備４件、汚水処理設備３件、
上水処理設備３件の修繕等を行いました。さらに、今年度は近隣府県におけるＣＳＦ（豚
熱）の発生に伴い、緊急防疫対策としてセンター出入口に車両消毒槽の増設を行いま
した。今後も必要となる設備の更新等を計画的に進めます。

と畜頭数の推移
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（６）治水・環境対策等
　センターの開場以来、周辺地域の環境保全を図るため、行政及び関係機関に加え地
元自治会長（５地区）で構成する「奈良県食肉センター環境保全対策協議会」を設置し、
毎年協議を行っています。令和元年度も８月に開催し、センター周辺の治水対策をは
じめとする地域環境の保全を図るための協議を行いました。
　また、地域に開かれたセンターとして多目的グランドを一般開放し、と畜に対する
理解を深めるために、施設見学者の受入を実施しました。
　今後も、安全･安心なと畜事業を実施しながら、地域に開かれたセンターとして、施
設見学などの受け入れを積極的に行い、と畜に対する理解を深めてまいります。

（７）奈良県食肉地方卸売市場の管理
　市場卸売業務については、県知事の許可を受けた民間事業者が行っています。
　市場開設者として、市場の適正かつ健全な運営を確保するため、卸売業者及び買受
人等の指導、監督に努めました。
　卸売市場においては、週３回の卸売（セリ）により、牛2,221頭、豚3,496頭が上場さ
れました。なお、令和元年度の牛の平均価格は、１㎏当たり1,846円（対前年度比3.7％
減）で、豚の平均価格は510円（対前年度比8.1％増）でした。

〔2〕役職員の異動状況

役　職　員 平成30年度末 令和元年度末
令和元年度

備  　  考
 増  減

理　　　事 　９人 　９人 ０人 ０人

監　　　事 　２人 　２人 ０人 ０人

職　　　員 ２８人 ２８人 ０人 ０人
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財　務　報　告
〔1〕貸借対照表

令和２年３月31日現在

（単位：円）

科　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部　　　　
　　１．流動資産　　　
　　　　　現金預金 9,137,666 26,604,187 △ 17,466,521
　　　　　未収金 7,427,356 9,447,642 △ 2,020,286
　　　　　1年内返済予定長期貸付金 2,500,000 2,500,000 0
　　　　流動資産合計　 19,065,022 38,551,829 △ 19,486,807
　　２．固定資産　　　
　　　（１）基本財産　　
　　　　　土地 1,013,684,280 1,013,684,280 0
　　　　　定期預金 163,315,720 163,315,720 0
　　　　基本財産合計　 1,177,000,000 1,177,000,000 0
　　　（２）特定資産　　
　　　　　退職給付引当資産 25,631,647 20,801,647 4,830,000
　　　　特定資産合計　 25,631,647 20,801,647 4,830,000
　　　（３）その他固定資産　　
　　　　　土地 1,245,356,042 1,245,356,042 0
　　　　　建物 455,089,127 478,043,068 △ 22,953,941
　　　　　構築物その他 286,737,909 296,658,618 △ 9,920,709
　　　　　リース資産 108,939,302 127,010,922 △ 18,071,620
　　　　　長期貸付金 154,791,210 157,291,210 △ 2,500,000
　　　　その他固定資産合計　 2,250,913,590 2,304,359,860 △ 53,446,270
　　　　固定資産合計　 3,453,545,237 3,502,161,507 △ 48,616,270
　　　　資産合計　 3,472,610,259 3,540,713,336 △ 68,103,077
Ⅱ　負債の部　　　　
　　１．流動負債　　　
　　　　　未払金 53,911,338 62,967,073 △ 9,055,735
　　　　　短期リース債務 15,359,447 14,949,511 409,936
　　　　　預り金 1,891,784 1,892,161 △ 377
　　　　　短期借入金 0 0 0
　　　　流動負債合計　 71,162,569 79,808,745 △ 8,646,176
　　２．固定負債　　　
　　　　　長期リース債務 101,545,438 116,904,885 △ 15,359,447
　　　　　退職給付引当金 22,346,376 20,801,647 1,544,729
　　　　固定負債合計　 123,891,814 137,706,532 △ 13,814,718
　　　　負債合計　 195,054,383 217,515,277 △ 22,460,894
Ⅲ　正味財産の部　　　　
　　１．指定正味財産　　　
　　　　　農畜産業振興機構出捐金 377,000,000 377,000,000 0
　　　　　県内市町村出捐金 50,000,000 50,000,000 0
　　　　　県出捐金 750,000,000 750,000,000 0
　　　　指定正味財産合計　 1,177,000,000 1,177,000,000 0
　　　　（うち基本財産への充当額）　 1,177,000,000 1,177,000,000 0
　　　　（うち特定資産への充当額）　 0 0 0
　　２．一般正味財産　　　 2,100,555,876 2,146,198,059 △ 45,642,183
　　　　（うち基本財産への充当額）　 0 0 0
　　　　（うち特定資産への充当額）　 0 0 0
　　　　正味財産合計　 3,277,555,876 3,323,198,059 △ 45,642,183
　　　　負債及び正味財産合計　 3,472,610,259 3,540,713,336 △ 68,103,077
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〔2〕貸借対照表内訳表

令和２年３月31日現在

（単位：円）

科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合　　　計公１
Ⅰ　資産の部　　　　
　　１．流動資産　　　
　　　　　現金預金 8,786,692 350,974 9,137,666
　　　　　未収金 3,372,754 4,054,602 7,427,356
　　　　　1年内返済予定長期貸付金 2,500,000 2,500,000
　　　　流動資産合計　 12,159,446 6,905,576 19,065,022
　　２．固定資産　　　
　　　（１）基本財産　　
　　　　　土地 1,013,684,280 0 1,013,684,280
　　　　　定期預金 0 163,315,720 163,315,720
　　　　基本財産合計　 1,013,684,280 163,315,720 1,177,000,000
　　　（２）特定資産　　
　　　　　退職給付引当資産 25,631,647 0 25,631,647
　　　　特定資産合計　 25,631,647 0 25,631,647
　　　（３）その他固定資産　　
　　　　　土地 1,223,791,495 21,564,547 1,245,356,042
　　　　　建物 445,447,550 9,641,577 455,089,127
　　　　　構築物その他 286,438,789 299,120 286,737,909
　　　　　リース資産 108,512,882 426,420 108,939,302
　　　　　長期貸付金 0 154,791,210 154,791,210
　　　　その他固定資産合計　 2,064,190,716 186,722,874 2,250,913,590
　　　　固定資産合計　 3,103,506,643 350,038,594 3,453,545,237
　　　　資産合計　 3,115,666,089 356,944,170 3,472,610,259
Ⅱ　負債の部　　　　
　　１．流動負債　　　
　　　　　未払金 53,701,342 209,996 53,911,338
　　　　　短期リース債務 15,257,916 101,531 15,359,447
　　　　　預り金 1,891,784 0 1,891,784
　　　　　短期借入金 0 0 0
　　　　流動負債合計　 70,851,042 311,527 71,162,569
　　２．固定負債　　　
　　　　　長期リース債務 101,191,865 353,573 101,545,438
　　　　　退職給付引当金 22,346,376 0 22,346,376
　　　　固定負債合計　 123,538,241 353,573 123,891,814
　　　　負債合計　 194,389,283 665,100 195,054,383
Ⅲ　正味財産の部　　　　
　　１．指定正味財産　　　
　　　　　農畜産業振興機構出捐金 377,000,000 0 377,000,000
　　　　　県内市町村出捐金 0 50,000,000 50,000,000
　　　　　県出捐金 636,684,280 113,315,720 750,000,000
　　　　指定正味財産合計　 1,013,684,280 163,315,720 1,177,000,000
　　　　（うち基本財産への充当額）　 1,013,684,280 163,315,720 1,177,000,000
　　　　（うち特定資産への充当額）　 0 0 0
　　２．一般正味財産　　　 1,907,592,526 192,963,350 2,100,555,876
　　　　（うち基本財産への充当額）　 0 0 0
　　　　（うち特定資産への充当額）　 0 0
　　　　正味財産合計　 2,921,276,806 356,279,070 3,277,555,876
　　　　負債及び正味財産合計　 3,115,666,089 356,944,170 3,472,610,259
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〔3〕正味財産増減計算書

平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

（単位：円）

科　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　①基本財産運用益 [  70,716］ [  100,331］ [ △ 29,615］
　　　　基本財産受取利息  70,716  100,331 △ 29,615
　　②事業収益 [  51,300,760］ [  48,864,011］ [ 2,436,749］
　　　　施設管理事業収益  3,314,209  3,087,240 226,969
　　　　と畜事業収益  30,760,440  28,936,589 1,823,851
　　　　法人管理事業収益  17,226,111  16,840,182 385,929
　　③受取補助金等 [  338,983,000］ [  338,411,000］ [ 572,000］
　　　　受取地方公共団体補助金  338,983,000  338,411,000 572,000
　　④雑収益 [  1,132,907］ [  1,113,601］ [ 19,306］
　　　　雑収益  1,132,907  1,113,601 19,306
　　　　　　　経常収益計  391,487,383  388,488,943 2,998,440
　⑵経常費用
　　①事業費 [  423,794,827］ [  408,763,656］ [ 15,031,171］
　　　　役員報酬  3,252,829  4,372,586 △ 1,119,757
　　　　給料手当  126,305,282  119,354,440 6,950,842
　　　　臨時雇賃金  0  2,184,332 △ 2,184,332
　　　　退職給付費用  4,830,000  4,283,666 546,334
　　　　福利厚生費  20,765,012  20,374,290 390,722
　　　　旅費交通費  83,258  96,626 △ 13,368
　　　　通信運搬費  248,218  268,311 △ 20,093
　　　　消耗什器備品費  1,274,005  804,118 469,887
　　　　消耗品費  5,538,509  7,189,409 △ 1,650,900
　　　　修繕費  15,763,332  16,542,402 △ 779,070
　　　　印刷製本費  284,961  392,421 △ 107,460
　　　　光熱水料費  39,048,200  48,464,248 △ 9,416,048
　　　　賃借料  1,266,317  1,475,765 △ 209,448
　　　　保険料  611,670  654,889 △ 43,219
　　　　租税公課  11,248,226  9,009,430 2,238,796
　　　　委託費  133,973,724  114,764,114 19,209,610
　　　　役務費  322,110  298,180 23,930
　　　　雑費  79,036  67,917 11,119
　　　　補償補填及び賠償金  666,776  945,296 △ 278,520
　　　　減価償却費  58,233,362  57,221,216 1,012,146
　　　　支払利息  0  0 0
　　②管理費 [  13,334,737］ [  13,460,901］ [ △ 126,164］
　　　　役員報酬  596,667  802,068 △ 205,401
　　　　給料手当  4,837,705  4,787,811 49,894
　　　　福利厚生費  5,642,232  5,823,647 △ 181,415
　　　　旅費交通費  27,672  32,204 △ 4,532
　　　　通信運搬費  39,693  42,909 △ 3,216
　　　　消耗什器備品費  0  0 0
　　　　消耗品費  551,424  406,455 144,969
　　　　印刷製本費  45,585  62,779 △ 17,194
　　　　光熱水料費  42,483  44,429 △ 1,946
　　　　賃借料  69,479  16,297 53,182
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（単位：円）

科　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
　　　　保険料  4,350  5,211 △ 861
　　　　租税公課  486,774  360,220 126,554
　　　　支払負担金  48,000  46,000 2,000
　　　　役務費  115,479  328,873 △ 213,394
　　　　雑費  7,488  5,737 1,751
　　　　減価償却費  819,706  696,261 123,445
　　　　支払利息  0  0 0
　　　　　　経常費用計  437,129,564  422,224,557 14,905,007
　　　　　　　当期経常増減額 △ 45,642,181 △ 33,735,614 △ 11,906,567
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　　　　　経常外収益計  0  0 0
　⑵経常外費用  
　　①固定資産除却損 [  2］ [  3］ [ △ 1］
　　　　固定資産除却損  2  3 △ 1
　　　　　経常外費用計  2  3 △ 1
　　　　　　当期経常外増減額 △ 2 △ 3 1
　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 45,642,183 △ 33,735,617 △ 11,906,566
　　　　　　一般正味財産期首残高  2,146,198,059  2,179,933,676 △ 33,735,617
　　　　　　一般正味財産期末残高  2,100,555,876  2,146,198,059 △ 45,642,183
Ⅱ　指定正味財産増減の部  
　　①一般正味財産への振替額 [  0］ [  0］ [  0］
　　　　一般正味財産への振替額  0  0 0
　　　　　　当期指定正味財産増減額  0  0  0
　　　　　　指定正味財産期首残高  1,177,000,000  1,177,000,000 0
　　　　　　指定正味財産期末残高  1,177,000,000  1,177,000,000 0
Ⅲ　正味財産期末残高  3,277,555,876  3,323,198,059 △ 45,642,183
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〔4〕正味財産増減計算書内訳表

平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

（単位：円）

科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 　合　　計　公１
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　　基本財産運用益  0  70,716  70,716
　　　　　基本財産受取利息 　  0  70,716  70,716
　　　　事業収益  42,119,325  9,181,435  51,300,760
　　　　　施設管理事業収益  3,314,209  0  3,314,209
　　　　　と畜事業収益  30,760,440  0  30,760,440
　　　　　法人管理事業収益  8,044,676  9,181,435  17,226,111
　　　　受取補助金等  338,983,000  0  338,983,000
　　　　　受取地方公共団体補助金 　  338,983,000  0  338,983,000
　　　　雑収益  278,832  854,075  1,132,907
　　　　　雑収益 　  278,832  854,075  1,132,907
　　　　経常収益計  381,381,157  10,106,226  391,487,383
　　⑵経常費用
　　　　事業費  423,794,827  0  423,794,827
　　　　　役員報酬  3,252,829  0  3,252,829
　　　　　給料手当  126,305,282  0  126,305,282
　　　　　臨時雇賃金  0  0  0
　　　　　退職給付費用  4,830,000  0  4,830,000
　　　　　福利厚生費  20,765,012  0  20,765,012
　　　　　旅費交通費  83,258  0  83,258
　　　　　通信運搬費  248,218  0  248,218
　　　　　消耗什器備品費  1,274,005  0  1,274,005
　　　　　消耗品費  5,538,509  0  5,538,509
　　　　　修繕費  15,763,332  0  15,763,332
　　　　　印刷製本費  284,961  0  284,961
　　　　　光熱水料費  39,048,200  0  39,048,200
　　　　　賃借料  1,266,317  0  1,266,317
　　　　　保険料  611,670  0  611,670
　　　　　租税公課  11,248,226  0  11,248,226
　　　　　委託費  133,973,724  0  133,973,724
　　　　　役務費  322,110  0  322,110
　　　　　雑費  79,036  0  79,036
　　　　　補償補填及び賠償金  666,776  0  666,776
　　　　　減価償却費  58,233,362  0  58,233,362
　　　　　支払利息  0  0  0
　　　　管理費  0  13,334,737  13,334,737
　　　　　役員報酬  0  596,667  596,667
　　　　　給料手当  0  4,837,705  4,837,705
　　　　　福利厚生費  0  5,642,232  5,642,232
　　　　　旅費交通費  0  27,672  27,672
　　　　　通信運搬費  0  39,693  39,693
　　　　　消耗什器備品費  0  0  0
　　　　　消耗品費  0  551,424  551,424
　　　　　印刷製本費  0  45,585  45,585
　　　　　光熱水料費  0  42,483  42,483
　　　　　賃借料  0  69,479  69,479
　　　　　保険料  0  4,350  4,350
　　　　　租税公課  0  486,774  486,774
　　　　　支払負担金  0  48,000  48,000
　　　　　役務費  0  115,479  115,479
　　　　　雑費  0  7,488  7,488
　　　　　減価償却費  0  819,706  819,706
　　　　　支払利息  0  0  0
　　　　経常費用計  423,794,827  13,334,737  437,129,564
　　　　当期経常増減額 △ 42,413,670 △ 3,228,511 △ 45,642,181
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（単位：円）

科　　　　　　目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 　合　　計　公１
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
  0  0  0
　　　　経常外収益計  0  0  0
　　⑵経常外費用  
　　①固定資産除却損  2  0  2
　　　　固定資産除却損  2  0  2
　　　　経常外費用計  2  0  2
　　　　当期経常外増減額 △ 2  0 △ 2
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 42,413,672 △ 3,228,511 △ 45,642,183
　　　　一般正味財産期首残高  1,950,006,198  196,191,861  2,146,198,059
　　　　一般正味財産期末残高  1,907,592,526  192,963,350  2,100,555,876
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額  0  0  0
　　　　指定正味財産期首残高  1,013,684,280  163,315,720  1,177,000,000
　　　　指定正味財産期末残高  1,013,684,280  163,315,720  1,177,000,000
Ⅲ　正味財産期末残高  2,921,276,806  356,279,070  3,277,555,876

１　公益目的事業会計
　　公１
　　と畜場及び食肉市場を設置し、牛、豚のと畜及び冷蔵保管を行うとともに、施設の維持管理を行う。
　　①施設管理事業
　　②BSE対応施設維持管理事業
　　③衛生管理設備更新事業
　　④と畜事業　等

２　法人会計
　　法人の管理事業
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１　重要な会計方針　
　
　（１）固定資産の減価償却について　　　
　　　 ①建物、構築物その他　　　
　　　　 法人税法に定める定額法　
　　　 ②リース資産　
　　　　 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産　
　　　　 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。　　　
　（２）引当金の計上基準について　　　
　　　 退職給付引当金　
　　　 職員の退職に備えるために、期末退職給与の要支給額を計上している。　
　（３）消費税の会計処理について　　　
　　　 消費税の会計処理については、税込方式によるものとする。　
　
２　基本財産及び特定資産の増減額とその残高　
　　基本財産及び特定資産の増減額とその残高は、次のとおりである。　

（単位：円）
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　土地 1,013,684,280 0 0 1,013,684,280
　定期預金 163,315,720 0 0 163,315,720

小計 1,177,000,000 0 0 1,177,000,000
特定資産
　退職給付引当資産 20,801,647 4,830,000 0 25,631,647

小計 20,801,647 4,830,000 0 25,631,647
合計 1,197,801,647 4,830,000 0 1,202,631,647

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
　土地 1,013,684,280 1,013,684,280 0 0
　定期預金 163,315,720 163,315,720 0 0

小計 1,177,000,000 1,177,000,000 0 0
特定資産
　退職給付引当資産 25,631,647 0 0 25,631,647

小計 25,631,647 0 0 25,631,647
合計 1,202,631,647 1,177,000,000 0 25,631,647

 

〔5〕財務諸表に対する注記
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４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　（単位：円）
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建　　　物 1,120,371,443 665,282,316 455,089,127
構築物その他 1,344,241,475 1,057,503,566 286,737,909
リース資産 170,170,016 61,230,714 108,939,302
合　　　計 2,634,782,934 1,784,016,596 850,766,338

 
５　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高
　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期残高 貸借対照表上
の記載区分

（公財）奈良県食肉公社運営事業補助金 県 0 338,983,000 338,983,000 0

合計 0 338,983,000 338,983,000 0

６　リース取引関係
　　①所有権移転ファイナンス・リース　
　　　その他固定資産（機械及び装置）…冷却装置、セリ機械オンライン食肉市場システム及びサーバ機器

１　基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記２に記載しており、省略している。

２　引当金の明細
（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額
当期減少額

当期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 20,801,647 1,544,729 0 0 22,346,376

〔6〕附属明細書
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〔7〕財産目録

令和２年３月31日現在

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）
現金預金 普通預金　南都銀行中央市場支店 運転資金として  9,137,666

未収金 奈良食肉（株）　　他 公益目的事業会計・法人会
計における未収金

 7,427,356

1 年内返済予定
長期貸付金

奈良食肉（株） 過年度施設使用料未収分等
についての貸付金

 2,500,000

流動資産合計 19,065,022
（固定資産）
基本財産

土地 13,161.26㎡
大和郡山市丹後庄町 475-1　他

公益目的事業及び法人管理
運営に使用している。

 1,013,684,280

定期預金 南都銀行中央市場支店
奈良信用金庫筒井支店

定款に定められた財産であ
り、運用益を法人会計の財
源として使用している。

 163,315,720

特定資産
退職給付引当資産 普通預金　南都銀行中央市場支店 職員の退職引当資産 25,631,647

その他固定資産
土地 16,210.7㎡ 公益目的事業及び法人管理

運営に使用している。
1,245,356,042

大和郡山市丹後庄町 475-1　他 　

建物 4,454.55㎡ 公益目的事業及び法人管理
運営に使用している。

455,089,127
大和郡山市丹後庄町 475-1　他　2階建

　 　 　
構築物その他 構築物、機械及び装置　他 公益目的事業及び法人管理

運営に使用している。
286,737,909

大和郡山市丹後庄町 475-1　他　　

リース資産 機械及び装置
大和郡山市丹後庄町 475-1

公益目的事業及び法人管理
運営に使用している。

108,939,302

長期貸付金 奈良食肉（株） 過年度施設使用料未収分等
についての貸付金

154,791,210

固定資産合計 3,453,545,237
　　資産合計 3,472,610,259
（流動負債）

未払金 光熱水料費・事務経費等の未払金 公益目的事業会計・法人
会計における未払金

53,911,338

短期リース債務 機械及び装置
大和郡山市丹後庄町 475-1

冷却装置、セリ機械オン
ライン食肉市場システム
及びサーバ機器リース料

15,359,447

預り金 社会保険料等預り金 職員からの預り金 1,891,784

流動負債合計 71,162,569
（固定負債）

長期リース債務 機械及び装置
大和郡山市丹後庄町 475-1

冷却装置、セリ機械オン
ライン食肉市場システム
及びサーバ機器リース料

101,545,438

退職給付引当金 職員の退職給付引当金 22,346,376
固定負債合計 123,891,814
　　  負債合計 195,054,383
　　  正味財産 3,277,555,876
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監　査　報　告

 令和２年５月13日
公益財団法人　奈良県食肉公社
　　　　　　理事長　荒井正吾　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　奈良県食肉公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　太　田　好　紀　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　千　﨑　育　利　㊞

　私たち監事は、平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの事業年度における事
業報告、計算書類、これらの附属明細書その他理事の職務の執行を監査いたしました。そ
の方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

１　監査の方法及びその内容
　  　各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に
努めるとともに、理事及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしま
した。
　  　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその付属明細書について検討
いたしました。さらに会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係
る計算書類(貸借対照表、貸借対照表内訳表、正味財産増減計算書、正味財産増減計算
書内訳書、財務諸表に対する注記)及びその附属明細書並びに財産目録について検討い
たしました。

２　監査の結果
　⑴事業報告等の監査結果
　　①  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。
　　②  理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実

は認められません。

　⑵計算関係書類及び財産目録の監査結果
　　  計算書類及びその附属明細書並びに財産目録については、法人の財産及び損益の状況

をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。
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評議員

評議員・役員名簿

役 　 員

令和2年4月1日現在

令和2年4月1日現在

役 職 名 氏　　　名 現　　　　　　　職
評 議 員 村　井　　　浩 奈良県副知事
評 議 員 石　井　一　良 奈良県市長会・町村会常務理事
評 議 員 松 井 正 剛 桜井市長
評 議 員 西 本 安 博 安堵町長
評 議 員 中 津 博 行 （一社）奈良県畜産会代表理事会長

役 職 名 氏　　　名 現　　　　　　　職
理 事 長 荒 井 正 吾 奈良県知事
副理事長 上 田 　 清 大和郡山市長
常務理事 杉 山 　 孝 奈良県食と農の振興部長
常務理事 久 森 芳 隆
理　　事 𠮷 田 晴 行 奈良県文化・教育・くらし創造部長
理　　事 髙 見 省 次 宇陀市長
理　　事 伊 藤 収 宜 御杖村長
理　　事 竹 田 芳 弘 奈良県畜産農業協同組合連合会長
理　　事 岡 本 善 英 公認会計士
監　　事 太 田 好 紀 五條市長
監　　事 千 﨑 育 利 公認会計士
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